
〝地域DXプロデューサー〟の
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「デジタル田園都市国家構想」2年目、実現に向けて
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2年目の基本方針と会員入会のお願い

2023年2月7日時点資料
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２．地域DXプロデューサー／地域DXスペシャリストとは

地域DXプロデューサー（LdxP）

①ビジネスデザイナー ②データサイエンティスト
／AIエンジニア

③UXデザイナー ④アーキテクト ⑤エンジニア
／プログラマー

⑥先端技術エンジニア ⑦サイバーPRマーケター

「地域独自の価値・魅力を最大限に引き出し、地域課題の克服や新たな産業の創出により、

そこに暮らし・集う人々の幸せとサステナブルでウェルビーイングな地域経済／社会を実現する」

プロジェクト・リーダー／総合プロデューサー

LdxPとともに、「それぞれが持つ高度な専門性“異能”を発揮し、変革／創造を実現」する7カテゴリーで定義した

スペシャリスト／エキスパート／イノベーター

LdxPは、「最新のデジタル・テクノロジーや事業デザイン力、マーケティング力をLdxSと連携し、それぞれの力を駆使し
ながら、国内外、産官学民と連携し、地域に暮らし・集う人々と心と力を合わせて変革／創造を牽引する

“ケイパビリティ”と“人間力”がある」ことが要件

地域DXスペシャリスト（LdxS）

個人（学生、個人事業主他）

自治体職員

地元企業、スタートアップ、ベンチャー経営者、他

一般企業の役員、社員

7人の北斗七星をイメージ
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LdxPの審査方法

LdxP★【グリーン】 LdxP★★【ブルー】 LdxP★★★【ゴールド】
位置づけ 1.地域DXプロデューサー初

級（座学）
2.試験／審査に基づき個人
を認定

1.地域DXプロデューサー中
級（実践）

2.LdxP★に対してPBL、実
績で審査

3.資格ではなく、地域毎の評
価認定

1.地域DXプロデューサー上
級（貢献者）

2.各地域での実績があり、地
域／全国コンペティションで
の評価で認定

審査方法 1. 認証機関が認めた認定講座・試験の修了・合格
＋認定機関への申請
① DX関連資格（MCPC他）
② 高専、大学の指定講座修了単位
（OIC、私情協）

2. 地元自治体、経済団体（商工会議所、用展開、
JC他）等の推薦＋本人申請（活動実績／成
果等を示す資料、ビデオ等）に基づき、認定機
関による審査

1. LdxP★を対象に、PBLを開催、一定の成果を
上げたものに対して授与
① 各地域主催の地域課題ビジコン

入賞
② 高専、大学のPBL講座成績優秀者

2. それぞれ認証機関が認めた地域認定機関が審
査、認定。審査委員は認証機関、地域認定機
関が委嘱した各界有識者

3. 各地域ビジコンは協賛方式での運営を想定。高
専・大学は地域協同PJ

1. LdxP★／LdxP★★を対象に全国各地域での
プロジェクトに貢献した実績讃え、地域ブロック、
全国の優秀者を評価

2. 地域課題テーマ別、地域ブロック別、等の各賞と
全国総合最優秀者等を設定

3. 全国自治体からの推進による公募と書類審査、
入賞者は全国大会でプレゼン審査。各界有識者
による審査

4. 協賛方式の運営を想定

認証 1. 公認資格として、履歴書等に記載可能
2. 認証は、「オープンバッジ」「デジタル証明書（印

刷保存化）」で発行
3. 所属法人は「LdxP事業者」表記化

1. 地域課題ビジコンはプロジェクトの評価と
LdxP/LdxSを評価し、それぞれ認定

2. ○○年LdxP★★として「オープンバッジ」「デジタ
ル証明書」を発行

1. 審査はプロジェクトとLdxP/LdxSを評価、認定
2. ○○年LdxP★★★として「オープンバッジ」「デジ

タル証明書」を発行

更新 1. 技術革新による有効性と手続きの手間を考慮し、
2年更新
（※キャリアカウンセラー、中小企業診断士等）

2. 認証機関が認めた認定講座の必要単位を修了

1. 毎年開催。ビジコン入賞者、PBL単位取得者は
「○○年LdxP★★」として公式サイト、メディア
に公開

2. プロジェクト内容が異なれば同一人物の連続受
賞は妨げない

1. 毎年開催。各賞に「○○年○○部門
LdxP★★★」として公式サイト、メディアに公開

2. プロジェクト内容が異なれば、同一人物の連続
受賞は妨げない

その他 1. 地方創生、地域DX推進に必要な人材要件を満
たす公式資格としてその活動を保証／評価。例
えば、公共プロジェクトや民間取引条件として有
資格者として記載、等

2. 就職活動や、人事評価／異動／昇格等にも活
用

1. 対象者はPBL、ビジコンの取組内容、審査結果
等を、認証機関／デジ田応援団等の公式サイト
やメディアに公表、全国の自治体からの問い合わ
せ受付、人材紹介などのマッチング事業を別途検
討

1. 総合最優秀者は日本を代表する「クリエイティブ
クラス」として、協賛団体からの報償、特典を提
供

2. 日本を代表する「クリエイティブクラス」として、対
象プロジェクトともに世界に発信
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事業運営体制・全体スキーム（案）

（社）デジ田応援団
地域DXプロデューサー応援事業

連絡協議会（LDC）

（財）インターネット協会
オープンイノベーション推進協議

会（OIC)
地域DXプロデューサー事業推進

WG

認証事業
運営委託

• 地域DXプロデューサー事業の全体主幹
• 全体窓口事務局
• LdxP/LdxS認定機関

• 地域DXプロデューサー認定基準・制度設計
• 地域DXプロデューサー認定事業運営事務局
• LdxP/LdxS認証機関

（社）iCD協会
（iCDA）

（公社）私立大学
情報教育協会
（JUCE）

166法人（183大学、46短期大学）

モバイルコンピューティング
推進コンソーシアム

（MCPC)

LdxP/LdxS
地域認定機関

自治体外郭団体、商工会議所、
JC等の関連団体、他

LdxP
認定委員会

（
相
互
協
力
会
員
）

LdxP/S★★★
認定

認定
（★★/★★★）

認定試験実施団体、等

認定料

許諾

許諾料

（相互協力会員）

業務委託料
認定料

実施大学
（私立）

OIC発起人
北海道、東北、東京、東京工業、
一橋、名古屋、京都、大阪、九州、

早稲田、慶應

• 認定基準の提供、他

 認定基準 SFIA8/WINGSⅡ
 課題提供 enPiT-Pro SSE-DX（受講）

JUCE SDGs-SFC（PBL）

（
相
互
協
力
会
員
・
業
務
提
携
）

LdxP/S★★
認定

LdxP/S★
認定

実施大学
（国立/私立）

国立高等専門学校機構
51校（国立）

実施高専
（国立）

（社）公立大学協会
99大学（県立、市立）

実施大学
（県立/市立）

受験料/認定料

認定授業
単位取得

＋
LdxP/S認定

認定講座
認定試験

既存講座/試験
＋

LdxP/S認定

受験料/認定料

認定PBL
単位取得

＋
LdxP/S認定

認定料

認定料

認定料

認定料

ビジコンイベント
地域課題解決

＋
起業/プロジェクト化

連携

ビジコンイベント
地域プロジェクト評価

クリエイティブクラス評価
地方創生歴訪

認定
（★★）

認定
（★★/★）

ゴールド
ローカル

協賛パートナー

プラチナ
協賛パートナー

認定
（★★/★）

認定
（★★/★）

認定
（★★/★）

認定
（★★/★）

認定
（★）

認定
（★）

認定
（★）

認定
（★）

認定
（★★）

ビジコンイベント
企画共催/運営協力

認定
（★★★）

ビジコンイベント主催（候補者選定、協賛募集、運営）

協賛金＊＊、協賛金＊

協賛＊＊

SIH/CePiC

• LdxP/LdxS事業
実施運営協力

協賛＊

• ★★★/★★
候補者選定

• 認定審査

★認定

受験料/認定料

★認定

認定料

★★認定

認定料

★★認定

★★★認定

※単位取得者は
認定料（学割）
を支払い申請す
れば取得できる

※認定バッジの発行について
• ★/★★/★★★のデジタルバッジの発行元

はデジ田応援団としOICが認証した認定機関
にライセンスを付与。

• デジタルバッジの発行は各認定機関
• デジタルバッジの管理は別途検討

ビジコンイベント主催
（参加募集、協賛募集、運営）

協賛金＊より
一部分配
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このLINEに登録することで

１，午後のワークショップのアーカイブ動画を後で視聴できます。
２，午後のワークショップ参加者が入って一緒に完成させる
「九州DX推進シンポジウム メタバース」
に後で入ることができます。本日のイベントのレガシーとして
残り、参加者は誰でも無料で交流できる空間です。

3, 全国85社、114自治体で構成する「デジ田応援団」の
別のオンラインイベントの案内も来ます。

九州DX推進シンポジウム
メタバース



「一般社団法人 デジタル田園都市国家構想 応援団」
へのお問合せ：

info@digital-supporter.net

資料は、現時点です。今後、順次、発表予定。
使用している写真や名称は、イメージです。

mailto:info@digital-supporter.net

